
平成 30 年度入学試験問題

数学
注 意 事項

試験開始後，問題冊子及び解答用紙のページを確かめ，落丁，乱丁あるいは印刷が

不鮮明なものがあれば新しいものと交換するので挙手すること。

1.試験開始の合図があるまで問題冊子を聞かないこと。

2.試験開始後は，すべての解答用紙に受験番号・氏名を記入すること。

3.各志願者は，下の表 (1)に指示した問題を解答すること。 ただし，教育学部に

ついては志望するコース(専攻)により，下の表 (2)のように分類する。

4.解答は，必ず問題と同じ番号の解答用紙のおもて面に記入すること。

5.解答は明瞭に書くこと。

6.解答用紙は持ち出さないこと。

表 (1)

志望学部 問題の番号

教育学部 A

経 済 学 部

日 回環 境科 学部

水産学部

教育学部 B
回 回 回 回薬 学 部

医 学 部 回 回 回 回
歯 学 部

回 回 回 回工 ナ且4 部

表 (2)

分 類 志望するコース (専攻 )

小学校教育コース

教育学部 A
幼稚園教育コース(こども保育専攻)

特別支援教育コース'

中学校教育コース(社会専攻，技術専攻)

教育学部 B 中学校教育コース(数学専攻)
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日以下はそれぞれ個別の問題である。各聞いに答えよ。

1 ~ 1 n 5 
(1)関数 f(x)= ーがー: x2 

- 2x + ーの極値を求めよ。さらに， 3次方程式3 2.. . 6 

f(x) = kが，異なる正の解を 2個，負の解を 1個もつように，定数 kの値の範囲

を定めよ。

(2) 0 < B <πで、ω =叫のとき，∞sBとベの値を求めよ。

(3) 数列 {αη}の初項から第 n項までの和を Snとする。

Sn = 6n-2αn (n=1，2，…) 

が成り立っとき，初項α1および一般項 αη を求めよ。

(4)座標平面上に原点 0，点A(5，2)，点 B(ll，10)がある。条件五五.琵 =0を満

たす点 P( 川)の軌跡を求めよ。さらに， loP lの最大値と最小値，およびそのと

きの Pの座標をそれぞれ求めよ。



(下書き用紙)
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回関数f(悦

( X
2 (x < 0) 

f(x) = ~ ~ ') 
l2x2 (x 主0)

と定義する。曲線 C; y = f(x)の上に 2 点A(-a，α2)，B(α，2a2)がある。ただし，

αは正の定数とする。以下の問いに答えよ。

(1) 直線 AB の方程式を求めよ。また，線分 AB の長さを求めよ。

(2)曲線 C と直線 AB で固まれる図形の面積 S を求めよ。

(3) 2点A，Bにおける曲線Cの接線を，それぞれ f，mとする。 f，mの方程式を

求めよ。さらに，f とm の交点 D の座標を求めよ。

(4)直線 AB と直線 t が直交するように， αの値を定めよ。このとき，曲線 C と

2直線 f，m とで固まれる図形の面積Tを求めよ。
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(下書き用紙)
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回 以下はそれぞれ個別の問題である。各聞いに答えよ。

(1) 数列 {αn}の初項から第 η 項までの和を Snとする。

Sn = 6n-2αn(n=I，23…) 

が成り立つとき，初項 α1 および一般項似を求めよ。

(2) sin乎 =Aと抗日，

の値を A を用いて表せ。

(3)方程式

を解け。

(4)関数f(x)を

(cosα ー coss)2 + (sinα-sins)2 

log2 x2 = 2 + log21x -21 

(x2 + x (x < 0) 
f(x) = ~ 

l x (x き0)

と定義する。「微分係数の定義」にしたがって，f(x)の x=Oにおける微分係数

を求めよ。
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(下書き用紙)
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回 半径 αの円が z 軸上を滑ることなく正の方向に回転していくとき，円周上の 2 つ

の定点 PとQ の運動について考える。時刻t=Oのとき Pは原点 Oにあり， Q は

点 (0，2α)にある。円は毎秒 1ラジアンの速さで回転する。このとき，点 Pの時刻 t

における座標 (x ，y) は

x=α(t -sin t)， Y =α(1 -cost) 

で表される。以下の問いに答えよ。

U 

。 αt 2πα x 

(参考図)

(1)時刻 t における円の中心 Cと点 Q の座標を，それぞれ求めよ。

→ (dx dy¥ 
(2) 時刻 tにおける点 P の速度ベクトル件 =(EJZ)を求めよ。また，時刻 tが

ー争

0壬t 壬2π の範囲において，速さ|時|の最大値と最小値，およびその時の Pの

座標を求めよ。

--+ 
(3)時刻 t における点 Q の速度ベクトル%を求めよ。さらに，内積 Vp • VQ を求

めよ。

31T" 
(4) 時刻 t= ーから t= ーまでの間に点 P が動く道のり L p と，点 Q が動く道

2 

のり LQ を，それぞれ求めよ。
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(下書き用紙)
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151 関数 f(x)= 土x3-x+2がある。曲線 0:ν = f(x)の変曲点を Pとする。以下」ーJ .--_.. " ，- / 3 

の問いに答えよ。

(1)関数 y=f(x)の増減および凹凸を調べ，極値および Pの座標を求めよ。

(2) 曲線 C 上の点 P における接線を t とする。また， P を通りtに垂直な直線をm

とする。.f_， mの方程式を求めよ。

(3)直線 m と曲線Cとの交点で， Pと異なる点を Q，Rとする。ただし， Q のz 座

標は R の z 座標より小さいものとする。このとき， 0 と線分 PR とで固まれる図

形 Fの面積Sを求めよ。

(4) Pを通り，図形Fの面積を 2等分する直線の方程式を求めよ。
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(下書き用紙)
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回三角 形OABにおいて

OA=α， OB=b，ど0=0

とおく。ただし，O<b壬α，O<O<7rであ

る。また，点 CとDは，それぞれ，直線 OA 。
とOB上にあり， CB上 OA，DAょOBを (参考図)

一一争 ー+
満たす。 OA=α ，OB= bとするとき，この三角形の外心 Pについて調べる。以

下の間いに答えよ。

(1) 記を α，b， 0，ずを用いて表せ。また，話を α，b， 0，ずを用いて表せ。

(2) OAのAを通る垂線と， OBのBを通る垂線との交点を Qとする。このとき，

碕 =za ，蒔 =m51 となる実数I!， m がある。 δA+AQ=δ 吉+誌であ

ることに注意して，I! とmの値を α，b，。を用いて表せ。

(3) Qが (2)の点であるとき，

5奇=pZ+qτ

となる実数p，qがある。 p とq の値を α，b，。を用いて表せ。また，

一→→→OP=rα+sb 

を満たす γ とs の値を α，b，。を用いて表せ。
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(下書き用紙)
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回 t を正の実数とし，複素数平面上に 2点 A(t)，可-りがある。等式

t Iz + ~ 1= ~ Iー | (a) 

を満たす点 P(z)の全体が表す図形を Fとする。下の小間 (1)から (4)を通して F

がどのような図形を表すか調べたい。以下の間いに答えよ。

(1) A とB はどちらも図形 F の点ではないことを示せ。

(2) t = 1 ならば，Fはどのような図形を表すか。

(3) tキ1 とする。図形 F の点 P(z)が直線 AB 上に位置するような z の値は 2 つ

ある。その値 Zl とZ2を求めよ。ただし， IZll < IZ21 とする。

(4) tキ1とする。 2点 P1(Zl)' P2(Z2)を結ぶ線分の中点を M(m)として， mの値

を求めよ。また，P(z)が図形Fの点であるとき， Iz-ml の値を求めよ。さらに，

Fはどのような図形を表すか。
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(下書き用紙)
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囚積分を用いて表される次の関数

4
'
U 

J
u e 

p
一d

z f
l
j
o 

一一z n F (n = 0，1，2，・・・)

につい1て，以下の聞いに答えよ。ただし， O! = 1と定める。

また，関数 y=t0 は，関数 y=1 を意味する。　また関数，

(1) 部分積分を利用して，F2(X)を Fl(X)を用いて表せ。同様に，Fl(X)を Fo(x)

を用いて表せ。

(2) Fo(x)を計算し，積分を含まない式として表せ。その結果を利用して，Fl(X)を

積分を含まない式として表せ。さらに，F2(X)を積分を含まない式として表せ。

(3) nミ1のとき，Fn(x)をFn-l(X)を用いて表せ。さらに，nミ0のとき，Fn(x) 

を積分を含まない式として表せ。

(4) p(x) = xnとおくとき，k 次導関数

pCk) (x) (k = 1，2γ ・・ ，n) 

を求めよ。そして，

foX tnぺ

が成り立つことを示せ。ただし，pCO) (x) = p(x)と定める。
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また，関数 y=t0 は，関数 y=1 を意味する。



平成 30 年度入学試験問題 

問題補足（数学） 

 
 

＜問題補足＞ 

数学 １５ページ 問題８の３行目 

 「・・・。ただし，0! ＝１と定める。」 

 の続きに 

 「また，関数 y = t0 は，関数 y = 1 を意味する。」 

 を追加する。 

 
 
 
 
 



(下書き用紙)
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